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積み上げし積木を崩す涼しさよ涼し

積み上げし積木涼しく崩れけり

2020. 7.14

人々に見られて嬉し虹かかる

人々に見られて嬉し虹輝く

人々に見られて嬉し虹光る

人々に見られて嬉し虹眩し

人々に見られて嬉し虹二重

人々に見られて虹の機嫌かな

2020. 6. 9

人々に見られて虹の喜色かな

人々に見られて虹の喜びぬ

人々に見られし虹の喜色かな

人々の指差す虹の喜色かな

指差して虹の喜色のありありと

2020. 6.10

人々に見られて虹の嬉しさよ

人々に見られて虹の嬉しかろ

人々に見られて虹の嬉しさう

人々に見られて虹の輝けり

2020. 7.14

人々に見られて虹の嬉しくて

虹

人々に見られて虹の美しく

2020. 7.15

大いなる川の断面大瀑布

大いなる水の断面大瀑布

大いなる水の断面滝掛かる

大いなる水の断面滝を掛け

大いなる水の断絶滝を掛け

大いなる水の段落滝を掛け

大いなる水の段落滝激す

大いなる水の段落滝怒る

大いなる水の段落滝激し

大いなる水の段落滝生る

大いなる水の段落滝逸る

段落に水驚くや滝かかる

不意打ちの如くに滝や水怒る

川しばし滝と言はるる水の旅

川しばし滝に変じて水の旅

段落に水の驚き滝かかる

段落に水の驚き滝の音

段落に水驚くや滝の音

水しばし滝に変じて旅続く

水時に滝に変じて旅続く

時に水滝に変じて旅続く

水しばし滝に変ずる快楽かな

水しばし滝に変化の快楽かな

水はいま滝に変化の快楽かな

水に生まれ滝に変化の快楽かな

水と生まれ滝に変化の快楽かな

水楽し時には滝に変化して

変化して水の快楽や大瀑布

全山に滝の轟く快楽かな

全山に轟く滝の快楽かな

滝

断絶に水驚くや滝の音

2020. 7.14

わが素足踵・踝・足の裏

わが素足踵踝古畳

わが素足大腿骨を筆頭に

骨のある素足なりけり吾子駆ける

骨のある素足なりけり子馬立つ

骨のある素足なりけり子鹿立つ

毛並み良き素足なりけり馬や鹿

2020. 3.13裸足

骨のある素足なりけり鹿の子立つ 2020. 3.17
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豆腐屋の早寝早起き冷奴

豆腐屋の白き豆腐は飯の種

冷奴

熱飯に清水で冷やす冷奴

2020. 7.14

サングラス・ピアス・イヤホン夏の耳 2020. 7.14サング

ラス サングラス・ピアス・イヤホン・夏マス
ク

2020. 7.15

褐色の素足なりけり子鹿立つ

褐色の素足で立てる子鹿かな

2020. 3.13

褐色の細き素足や鹿の子立つ 2020. 3.17

素足とは細き褐色鹿の子立つ

褐色の足のゆるりと鹿の子立つ

頼りなき足のゆるりと鹿の子立つ

四つ足の細き弾力鹿の子立つ

骨のある細き弾力鹿の子立つ

四本の弾力に立つ鹿の子かな

弾力の四本脚や鹿の子立つ

弾力の四本の脚に鹿の子立つ

鹿の子

弾力の生れたてなる鹿の子立つ

2020. 7. 1

月星と一夜の契り月見草

うす紅の一夜限りの月見草

月見草うす紅の一夜限り

2020. 6. 2

月見草うすくれなゐの一夜限り

月見草うすくれなゐの今宵限り

うす紅の今宵限りの月見草

うす紅の今宵かぎりの月見草

月星に一夜の契り月見草

2020. 6. 3

照らされて今宵限りの月見草

月見草月の光に照らされて

月見草こよひ限りの紅薄し

月見草こよひ限りの紅を引き

月星に一夜恋せし月見草

月に咲く一夜の恋の月見草

2020. 6. 4

うすべにやこよひ限りの月見草

薄紅やこよひ限りの月見草

薄紅を今宵限りの月見草

薄紅は今宵限りの月見草

月見草

薄紅や今宵限りの月見草

2020. 7.14


